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幼線虫の形態的異同についての研究はすでに数多く報

告されているが，就中光学的段階からはNichols(1956）

の報告に興味をそそられるものがある．またこれについ

ての電子顕微鏡段階からは稲臣ら(1963)の報告があり，

鉤虫･糞線虫などの第３期幼虫を観察し，被鞘･角皮など

にそれぞれの特徴をとらえている．次いでEckertand

Schwarz（1965）はHzellzo"cﾊ"SCO"’０γ”ｓなど５，６

種の幼線虫について同様な観察を行ない．それぞれに特

徴のある形態構造を報告している．またＢｉｒｄ（1967a，

b，1968a,ｂ）はMeZo仇gy"ｅねuα"/Ｃａについて観察

し，一連の報告を行なっている．

今回著者らは京都府立医科大学の吉田幸雄教授より

Ａ"QyZosromacc<ツル"/c"，〃およびＡ､６γαz/此"Ｓｃの第３

期幼虫の御恵讓を受け，電顕レベルからそれぞれ特徴

ある構造を観察したのですでに稲臣ら（1963）により報

告されたＡ・〃ocZb"αZe,ＡＣα"ｉ""”およびlV1BCarO'‐

α''２eγzcaねz`ｓなどと比較検討を行なった．

材料および方法

Ａ・cay〃"加加およびＡ６γα之z此"Ｓｃのそれぞれの

感染犬の糞便を濾紙培養して得た第３期幼虫を形の如

く２％glutaraldehyde液で30分固定後，虫体を半切し，

後固定として１％ｏｓｍｉｃａｃｉｄで12時間処理を行ない．

エタノール系列で脱水し，一部はEpon，他の一部

はStylen-methacrylateで包埋した．これらの標本は

Porter-BlameMicrotomeで超簿切片を作製．鉛および

ウラニール染色をしたのちHS-6，HU-11およびＪＥＭ－７

型電子顕微鏡で観察した．

観察

１．角皮輪状線（transversestriation）

角皮輪状線については前報（1963）にならい第１図に

示す如く，輪状線の溝の深さ，各輪状線間の距離および

transversestriation

depth

１－…－’１
；ｔｈｉｃ１ｍｅｓｓ

Ｆｉｇ．１

被鞘または角皮の厚さを計測し，他の鉤虫と比較した．

その結果は第１，２表に示した計測値表のごとくであり，

すでに報告したアメリカ鉤虫・ズピニ鉤虫および犬鉤虫

のそれとを比較するために作った表が第３表で，これに

もとづいて作ったschematicpatternは第２図の如くで

ある．なお第１および２表中specimennumberは観察

に供した虫体の番号であり，measuringnumberは同一

虫体から計測した輪状線の数で，実測値は平均で単位は

｣ｕを以て表示してある．

ａ）ブラジル鉤虫（第１表）

１）被鞘

被鞘は角皮が膨潤して別離した古い角皮で，一般に角

皮の２倍ちか〈の厚さになっている．角皮では明確な層

状構造がみられるが，被鞘では甚だし<不明瞭で，ｃor‐

ticallayerの縁辺および輪状横条線が僅かに観察出来る

にすぎない．

すなわち第１表の如く，被鞘の厚さは薄いもので０．４９

(８０）
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TablelMeasurementoftransversestriationsonthebodysurfaceofmaturedlarvae

ofA"cｼZosZomαけａｚｉＺｆｅ"Sｃ

CuticleSheath

Width Thickness DepthWidth Thickness DepthSpecimen
number

MeasuringJu IWffl柵ｇ似Measuring／zMeasuringβnumberMeasuringノリnumberMeasuringノリｎｕｍｂｅｒｎｕｍｂｅｒ ｎｕｍｂｅｒ
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０
０
０
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０
０
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２
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２
１
２
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２

９
６
６
４
４
４
４
４
４
３
２
２
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３
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３
３
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
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０
９
７
６
６
４
３
３
９
９
２
０

５
４
４
４
２
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２
２
１
１
１
１

●
■
●
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●
●
●
●
●
●
●
●

１
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
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２
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２
２
２
３
２

８
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２
９
８
３
３
３
３
２
２
９

６
６
６
５
５
５
５
５
５
５
５
４

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
ｌ
●
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０
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０
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●

０
０
０
０
０
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０
０
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０
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２
１
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１
１
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０
９
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２
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１
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８
９
０
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１
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２

０．１８ 1．２９ ０．３７１．２９ 0．５７ ０．１１Average

Table2Measurementoftransversestriationonthebodysurfaceofmatuｒｅｄｌａｒｖａｅ

ｏｆＡ"QyZosZo"zaccLyJα"ic"７〃

Sheath Cuticle

Thickness Width Thickness DepthWidth ＤｅｐｔｈSpecimen
number

MeasuringJunumberMeasuringノリ Measuring／zMeasuring似numberMeasuringノリnumberMeasuringlunumbernumber ｎｕｍｂｅｒ
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Table3Meanvaluesofthemeasurementoftransversestriationonthebody
surfaceoflarvalnematodes

Sheath Cuticle

(似）
WidthThickness DepthWidthThicknessDepth

ZVbcaroγαｍｅγzcα""ｓ

Ａ"cツZoSZomacJ"ocJe"αＪＣ

Ａ"QyJosZomaCQym"/Ｃｍｍ

Ａ"cツZosZomacα"i"〃、

Ａ"QyJosZomab7Razi肋"sｅ

１．７６

１．２６

１．２０

１．２６

１．２９

４
９
３
７
７

８
４
７
４
５

●
●
●
●
■

０
０
０
０
０

８
８
７
２
８

１
１
１
１
１

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

９
５
６
６
９

４
２
１
０
２

●
●
●
●
●

１
１
１
１
１

６
４
１
１
７

４
３
３
３
３

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

０
１
３
０
１

２
１
１
１
１

●
●
●
●
●

０
０
０
０
０

（８１）



412

sheath cuticle

Necaro7．αﾉﾉﾉｅ７/cα"zzs

A7zQyZosto"ｚａｃの,〃〃/α("Z

Ａ"の'ZosZo"Ｊａ６１ｐｚｉ此"Sｃ

Ａ"のＩ／ＯsZo77zaaz‘oae"αZｅ

A7zQy/osZo"zαＣａ〃z〃Z"〃
●

Ｆｉｇ．２Schematiccomparisonoftransversestriations．

似,厚いもので1.68仏平均0.57,(ｚであり，輪状横条線の

間隔は狭いもので1.10ノリ，広いもので1.50/』，平均Ｌ29ノリ

であり，さらに横条線の溝の深さは浅いもので0.13/1，

深いもので021ノリ，平均0.18βであった．

２）角皮

角皮は他の幼線虫と同様に基本的にはouterandin‐

nercorticallayer，homogeneouslayer，stripedlayer，

およびbasallayerの５層から出来ている．

第１表に示す如く，角皮の厚さは最小で032ﾉﾘ，最大

0.49仏平均0.37’,輪状横条線の間隔は最小1.19ﾉu,最大

1.36｣u，平均1.29｣u，さらに横条線の溝の深さは最小０．１０

ノリ，最大0.13Ju，平均0.11ノリを計測する事が出来た．また

第６図にみられる如くoutercorticallayerの厚さの平

均は40Ａ，innercorticallayerは40Ａ，homogeneous

layerは0.161u，stripedlayerは0.22/１，basallayerは

０．０４'である．stripedlayerはelectron-densityの高

い線条構造からなる層で，線条の太さは30Ａ程で，こ

れが130Ａ程の間隔で規則正しく，体の長軸に対し放射

状に配列している．なおこのstripedlayerを体の長軸

に平行に切った切片像（第７図）でみると，縦横の線

条が交叉して格子状を呈しており，縦に配列する条線の

間隔は200Ａ程であった．なお第５，６図を参照する

と容易であるが，縦軸切片像で各横条線問のhomogen-

eouslayerの底部でstripedlayerに接して各２個の

densedarkpointがみられる．また第７図ではこれが

不定形の長いｄａｒｋｌｉｎｅとしてみることが出来る．これ

が何物であり，如何なる構造を呈するかについては今後

の観察にゆずる事としたい

ｂ）セイロン鉤虫（第２表）

１）被鞘

被鞘の厚さは最小0.72/α，最大0.74ﾉﾋﾟ`，平均0.73ノリで角

皮にみられるような層状構造はみられず粗造である．輪

状横条線の幅は最小1.13ノリ，最大1.26/z，平均1.20ｕこの

横条線の溝の深さは最小0.16β,最大0.181u,平均0.17)ｕ

を計測した．これら計測値以外ではブラジル鉤虫と全く

同様で，甚だ不明瞭ながら４層からなる層状構造がみと

められた．しかしこれらの各層間には明確な境界線のよ

うなものはみとめられなかった．

（８２）
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２）角皮

角皮の厚さは最小0.31β，最大0.32Jα，平均0.31βで，

被鞘の厚さの’/2以下である．輪状横条線の間隔は最小

1.15｣四,最大1.17’,平均1.16β,横条線の溝の深さは最小

0.12Jα，最大0.13〆，平均0.13｣ｕを計測した．

また角皮には他の幼線虫と同じく５層を数える事が出

来る．outercorticallayerおよびinnercorticallayer

の厚さは各々100Ａ,homogeneouslayerは0.15β，stri‐

pedlayerは0.19’，basallayerは0.06β程であった．

corticallayerはいずれもhighdenseであり，striped

layerのstripeもまたhighdenseで，その太さは３０

Ａ，各stripeの間隔は虫体長軸方向には130Ａであり，

虫体横断軸方向には200Ａであった．

ｃ）小括

すでに稲臣など(1963)はアメリカ鉤虫・ズピニ鉤虫・

犬鉤虫など諾幼線虫の輪状横条線について報告している

が，その時の計測値と今回われわれの観察したブラジル

：鉤虫ならびにセイロン鉤虫とを比較すると第３表の如

くである．被鞘の厚さではアメリカ鉤虫の0.84ノリが一番

厚く，続いてセイロン鉤虫の0.73,α，ブラジル鉤虫の０．５７

Jα，ズピニ鉤虫の0.49/z最小は犬鉤虫の0.47｣αであった．

また各輪状横条線の間隔はアメリカ鉤虫の1.76浬が最大

で，これについでブラジル鉤虫の1.29β，ズピニ鉤虫・

犬鉤虫の各々1.26狸．最小はセイロン鉤虫の1.20」ｕであ

った．なお横条線の溝の深さはアメリカ鉤虫・ズピニ鉤

虫およびブラジル鉤虫では0.18β，セイロン鉤虫0.17β，

最小は犬鉤虫の0.12’であった．

次に角皮の厚さではアメリカ鉤虫の0.46Jαがやはり最

大で，ブラジル鉤虫の0.37Jα,ズピニ鉤虫の0.34｣αがこれ

につぎ，最小はセイロン鉤虫および犬鉤虫の0.31βであ

った．輪状横条線の間隔についても最大はアメリカ鉤虫

の1.49βで，これについでブラジル鉤虫の1.29｣u，ズピ

ニ鉤虫のL25ju，セイロン鉤虫の1.16Ju、最小は犬鉤虫の

1.06’であった．また横条線の溝の深さはアメリカ鉤虫

の0.20浜，セイロン鉤虫の0.13Ju，ズピニ鉤虫・ブラジル

鉤虫の0.11Jαであり，最小は犬鉤虫の0.10ノリであった．

以上を模式的に表示すれば第２図に示す通りである．

これら５種類の鉤虫の各幼虫の被鞘および角皮の厚さ，

横条線の間隔および横条線の溝の深さを比較すると，ア

メリカ鉤虫が一番大型で犬鉤虫は一番小型と言う事にな

る．

２．個I線

稲臣ら（1963）はさきにアメリカ鉤虫など多くの成熟

仔虫の横断像にそれぞれの種特有の側翼（lateralala）

の形状を観察報告した．これに習いブラジル鉤虫，セイ

ロン鉤虫の側翼を観察し，さきに報告したアメリカ鉤

虫，ズピニ鉤虫，犬鉤虫の３種と比較検討を加えた．そ

の結果は第３図および第４表に示す通りである．被鞘に

ある側翼はアメリカ鉤虫とは明らかに区別出来るが，い

ずれもズピニ鉤虫型に属し，それぞれの区別は形状のみ

で区別する事は困難である．また角皮の側翼の横断像

は種それぞれに特徴があり形状のみでも区別が容易であ

る．

ａ）ブラジル鉤虫

１）被鞘

本種の側翼の広さ（ａ）は2.43’，その基底部の幅(ｂ）

は2.32’，側翼中央部の厚さ（ｃ）は0.80/(z，側翼の高さ

(ｅ）は0.45〃,側翼突起部の厚さ（ｗ）は0.64Juであった．

Ａｎｃｙｏｓｆｏｍｃｕｍ

Fig3Diagramaticrepresentationoflateralalaoflarvalnematodes．
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Table４Measurementofthelateralalaoflarvalnematodes

Sheath

(似）
ｂ ．ａ Ｃ ｅ ＶＶ
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２
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２
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２
３
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２
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０
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０．５１

０．６６～１．１９
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０．６０～１．０５
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０．６０～０．６５

０．６２

０．４１～０．６２

０．５１

０．４０～０．６４

０．５１

０．２９～０．５７

０．４５

５
４
０
３
３

７
５
６
８
７
●
●

０
５
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２
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７
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４
０
４

｛
β
｛
５
｛
５
｛
７
｛
６

０
０
０
０
２
０
０
０
３
０

５
５
５
６
４
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０
０
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NecaZoγαγ"e7zca7z"ｓ

Ａ"Qy/osZomacJ"CCJC"αＪＣ

Ａ"QツノosZomaCcDﾉﾉα"iα"〃

Ａ"cソZosZomacα"z"況加

Ａ"QyZoSZo"ｚａ６ｍｚｉ腕"Sｃ

Cuticle

b′ d′ａノ Ｃノ ｅ' ＶＶノ

２．２１～３．５７

２．７１

２．０５～２．４３

２．１９

３．３１～３．９２

３．５２

１．４９～１．７２

１．５９

３．０１～３．９２

３．５９

１．２８～３．０３

１．９９

１．２３～１．７０

１．３７

２．０４～２．３５

２．２２

２．７５～３．１９

２．９６

１．９０～２．９６

２．３４

０．６２～１．１８

０．８２

０．９８～１．１６

１．０８

０．７５～０．９４

０．８２

０．６１～０．７１

０．６８

０．４４～０．７１

０．５３

０．０４～０．２９

０．１７

０．４９～０．８５

０．５９

１．３５～１．８２

１．５４

０．６５～０．８１

０．７５

１．１６～１．３８

１．２４

０．５０～１．３３

０．９２

１．０３～１．３３

１．１６

１．０５～１．３２

１．１５

１．３５～１．５７

１．４５

０．９７～１．２８

１．１４

４
２
８
３
３

４
３
３
３
４

０
８
０
９
０
６
０
１
０
９

｛
２
｛
２
｛
８
｛
３
｛
８

４
０
４
０
１
０
９
０
９
０

０
２
３
２
２

●
●

０
０
０
０
０

ZMgcaZo7awericα""ｓ

Ａ"QyZosZo"ｚａｃＪ"o‘ん"α/ｅ

Ａ"QyZoSZoﾉﾌﾞzaCayZα"/α"〃

Ａ"QyZoSZomaCα"i"""ｚ

Ａ"QyZoSZoγ"ａ６ｒａｚｉ脱"Sｃ

２）角皮

側翼の広さ（a'）は3.59’,側翼基底部の幅(b'）は2.34

"，中央部の厚さ（c'）は0.53｣u，両側翼基底部間隔(d'）

は1.24β,側翼の長さ（e'）は1.14β，両側翼基底部の幅

(ｗ'）は0.39βである．なお本種には両側翼間に２個の

丘状のaccessaryalaがある．

ｂ）セイロン鉤虫

１）被鞘

本種の側翼の広さ（ａ）は2.15ノリ，基底部の幅（ｂ）は

2.07ノリ，側翼中央部の厚さ（c）は0.74,u，高さ（ｅ）は0.51

’，突出部の厚さ（w)は0.57ノリで一般にブラジル鉤虫よ

り小型である．

２）角皮

側翼の広さ（a'）は3.52β,側翼基底部の幅(b'）は2.22

Jα，中央部の厚さ（c'）は0.82/z，両側翼基底部間隔(d'）

は1.54/α,側翼の長さ（e'）は1.15’，側翼基底部の幅(ｗ'）

は0.38｣ｕである．なおこの内，中央部の厚さ（c'）はズ

ピニ鉤虫と同様に両側翼中央に１個のaccessaryalaが

あり，この高さが含まれている．

ｃ）小括

以上ブラジル鉤虫およびセイロン鉤虫の側翼を先に報

告したアメリカ鉤虫,ズピニ鉤虫,犬鉤虫のそれらと比較

すると，被鞘にある側翼ではNBcazo7属のものが側翼

先端が細くなっているのに対し,Ａ"QyZosZo"zα属では丸

味に富んで居り形状だけでMcaZoγ属かＡ"QyJosZo"`α

属かを区別する事が容易であるが，Ａ"MosZo''1α属に

属するものでは区別がやや困難になって来る．

角皮にある側翼をみると種によって独特の形状を示し

ている．アメリカ鉤虫では２枚の側翼だけであるが，ズ

ピニ鉤虫では側翼中央に１個のaccessoryalaがある．

またセイロン鉤虫も同じく１個のaccessoryalaをもっ

ているが，両側翼間隔が広く，ズピニ鉤虫の約３倍に相

当する．ブラジル鉤虫では両側翼間に２個の丘状の

accessoryalaがある＿さらに犬鉤虫では両側翼間に２

個と各側翼外に各１個のaccessoryalaがある．

考察

幼線虫の体壁構造，特に角皮輪状線および側翼に関す

る電子顕微鏡的観察は稲臣ら（1963）によって報告さ

れ，その後EckertandSchwarz（1965）によってＨｂ‐

Ze7oaeγαやＴ７ｉｃｈｏｓＺγo"gyZi血ｅの幼虫について同様の

報告が行なわれている．今回われわれが観察したセイロ

（８４）
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ン鉤虫・ブラジル鉤虫を稲臣ら（1963）の報告にあるア

メリカ鉤虫・ズピニ鉤虫・犬鉤虫と比較した．この中で

アメリカ鉤虫は明らかに他の４種から総ての点で異って

いる．しかし角皮輪状線では被鞘・角皮ともに大差を認

める事が出来ず，側翼の横断像では被鞘にある側翼の形

状からでは分類はやや困難であるが，計測値を比較す

ると容易に分類出来る．角皮の側翼では一見セイロン鉤

虫とズピニ鉤虫がよく似て居りまぎらわしいことがある

が，被鞘の側翼に比べ遙かに分類しやすい独特の形状が
みられた．

幼線虫の角皮についても稲臣ら（1963）が鉤虫・毛様

線虫・糞線虫等の第３期幼虫について報告しておりＢｉｒｄ

（1967,1968ａ）はMeZo加gy"ｅｊＺＪＵａ伽αについて，

EckertandSchwarz（1965）はＨｂＺｅ７ｍｍｚや毛様線

虫について,Lee(1966)はＭ'IPOSZγo"gツノ"ｓ６ｍｓｉルァＭ

について，PoinerandLeutenegger（1968）はＺＶｂｏα‐

Ｐ/ecZα"αｃα"oc〃ｓａｅについて，ＷｉｓｓｅａｎｄＤａｅｍｓ

（1968）はＨｂｒｅγoい、γoSZoch/e"sｉｓについて詳細な観
察を報告している．殊にＬｅｅ（1966）は第３期幼虫の角

皮は７層からなるとしている．また稲臣ら（1963）は幼
線虫の角皮は原則的に５層であるとし，Ｗｉｓｓｅａｎｄ

Ｄａｅｍｓ（1968）は４層を数えている．いずれにしても

corticallayerおよびstripedlayer〔Lee（1966）は

striatedlayerとしている〕以外の層はその境界面があ

まり明確でない．むしろ主観的な境界であり，その鑑別

は非常に困難である．Stripedlayerについては稲臣ら

（1963)が各種幼線虫の角皮中にみとめて報告しており，

続いてEckertandSchwarz(1965)がこの存在を確認し

ている．稲臣らはこのstripedlayerが親虫の角皮に認

められない所から,幼虫期の角皮にのみみられるもので，

恐らく脱皮に関係があるものであろうとのべた．なお今

回のわれわれの観察ではこの層の縦断像で，体長軸にも

またこれと同様の線状が走行し，細かい格子状紋理を作

っており，各線状の間隔は長軸方向で130A,横断軸方向

では200Ａで非常に規則正しく配列している．Lee(1966）

はこれらの点から考え，またこの層は化学薬品にも抵抗

の強いのはこのstripedlayerで絶えず蛋白体が造成さ

れているためであろうとのべている．Ｊａｍｕａｒ(1966）も

この層に注目し“crystalloidstructure,,としている．

またEckertandSchwarz（1965）はGitterstruktureu

としている.なお角皮の各横条線間のstripedlayerの上

部に各２個のfiberの断面がみられる．Ｌｅｅ（1966）は
encircledfiberと呼称している．なおまたWisseand

Daems(1968）の言うHuid-filledspaceなるものはみら

れなかった．

結

一一一曰
Ａ"QyJosZo"zacclym"/C"、およびＡ・ｂｍｚｉ/lre"Ｓｃの

成熟仔虫の被鞘および角皮上にある輪状横条線および側
翼を電顕レベルより観察し，先に報告したMcazoγ

α'"eγｊｃａ""３，Ａ"QyZosZomacZ"oc左"αＪｅおよびＡ・Ｃａ"/‐

"""ｚなどのそれと比較,それぞれに特有な形態学的特徴

のあることを指適し,殊にＭｃａｚｏ７α"zeγｚｃａｗｓは他の

Ａ刀QyJosrollza属とは明確に区別が出来ることを明らか

にした．またＡ"G)ﾉJosZoma属問では被鞘の側翼からだ

けでは鑑別に困難がある．しかし角皮の側翼などを併せ

観察すれば容易である.なお角皮層は原則的に５層で,各
横条線内のhomogeneouslayerに２個ずつのencircled
fiberがみられた．
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Abstract

ULTRASTRUCTURAL OBSERVATIONS ON THE TRANSVERSE STRIATION

AND LATERAL ALA OF THE SHEATH AND CUTICLE OF MATURED

LARVAE OF ANCYLOSTOMA CEYLANICUM AND A. BRAZIL1ENSE

Daigoro SAKUMOTO, Yasumasa TONGU, Setsuo SUGURI,

Kazuo ITANO and Seiiti INATOMI

(Department of Parasitoloy, Okayama University Medical School,

Okayama, Japan)

We observed the transverse striation and lateral alae of the sheath and cuticle of matured

larvae of Ancylostoma ceylanicum and Ancylostoma braziliense. Morphological characteristics

of A, c. and A. b. were distinguished and compared to those of Necator americanus, Ancylostoma

duodenale and A. caninum that have already been reported. The feature of Necator americanus

has been easily clarified from the others. The species of the genus Ancylostoma can be identified

relatively easily when we observe the lateral alae of not only the sheath but the cuticle. The

cuticular layer is basically 5 layered and two encircled fibers can be seen in the homogeneous

layer in every transverse striation.

( 86)
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ＥｘｐｌａｎａｔｉｏｎｏｆＦｉｇｕｒｅｓ

Ｆｉｇ．４－１１Ａ"Qy/osZoﾉﾉｚａ６７ａｚｒｉＺルノzsis・

Ｆｉｇ．４－６LongitudinalsectionsofthebodywaU

Thereshowsthetransversestriation（ＴＳ）ｏｎｔｈｅｓｈｅａｔｈ（She）andcuticle（Ｃ)．

Ｔｈｅsheathisthickerthanthecuticle、Ｔｈｅｓｔｒｕｃｔｕｒｅｏｆｔｈｅｓｈｅａｔｈｉｓｎｏｔｓｏｃｌｅａｒｂｕｔｔｈｅ

ｃｕｔｉｃｌｅｈａｓｔｈｅｃｌｅａｒｓtructure・

Thereshowtheoutercorticallayer（OCL)，innercorticallayer（ICL)，homogeneouslayer

(ＨＬ)，stripedlayer（SL)，andbasallayer（BL）inthecuticle・Eachannulethastwoencircled

fiberｓ（EF）whichrunaroundtransverselyinthehomogeneouslayerofthecuticle，The

hypodermis(Hyp）andthethick(TkF）andthinmyofilaments（TnF)，canbeseenunderthe
cuticle・

Longitudinalsectionofthestripeｄｌａｙｅｒ（SL）ofthecuticle，Therecanbeseenthestripes
longitudinallyandtransversely，whichcomposethelattice-likestructure、Eachspacebetween

thestripesisl30Alongitudinallyand200Atransversely、Theencircedfibers（EF）canbe
seeninthehomogeneouslayer（ＨＬ)．

Ｔｈｅｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅｈｅａｄｐａｒｔｏｆthelarvae，theendofesophagus・

Thecrosssectionthroughlateralalａｅｏｆｔｈｅｓｈｅａｔｈ（La-S）andcuticle（La-C)．

Thecrosssectionthroughlateralalaeofthecuticle（La-C)．

ThecrosssectionofthebodywalLThethickmyofilaments（TkF）surroundedbyseveralthin

myofilaments（TnF)．（ＤＢ）densebody・

Ｆｉｇ．１２－１７Ａ"QyZosZo"ZaceLym"icw"Z

LongitudinalsectionofthesheathandcuticleThesheath（She）ｉｓａｂｏｕｔｔｈｒｅｅｔｉｍｅｓａｓ

ｔｈｉｃｋａｓｔｈｅｃuticle（Ｃ)．

LongitudinalsectionofthebodywaｌＬ

Ｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅｈｅａｄｐａｒｔｏｆｔhelarvae，ｔｈｅｅｎｄｏｆｔｈｅｅｓｏｐｈａｇｕｓ（ElThereshow
thelateralalaeofthｅｃｕticleandsheath

Crosssectionthroughthelateralalaeofthecuticle（La-S）andsheath（La-C)．
Crosssectionofthelateralalaeofthecuticle，

CrosssectionofthebodywalL

（Scaleisonemicronineachpicture.）

Ｆｉｇ．４

Ｆｉｇ．５

Ｆｉｇ．６

Ｆｉｇ．７

Ｆｉｇ．８

Ｆｉｇ．９

Ｆｉｇ．１０

Ｆｉｇ．１１

Ｆｉｇ．１２

Ｆｉｇ．１３

Ｆｉｇ．１４

Ｆｉｇ．１５

Ｆｉｇ．１６

Ｆｉｇ．１７

AbbreviationofFigures

Ｂｌ。……・basallayer

C・・・・・・・・cuticle

DB.．・・・・ｄｅｎｓｅｂｏｄｙ

Ｅ…・・・・・esophagus
Ef・・・・・…encircledfiber

H．.…・・・homogeneouslayer

Hyp・・・…hypodermis

lc・…・…innercorticallayer

La-c…・・・lateralalaofcuticle

La-s..・・・・lateralalaofsheath

Ｍ・・・・・・・・muscle

Mf…・・・・miofilament

Mi・・・・・・・mitochondria

Oc・・・・・・・outercorticallayer
She..・・・・sheath

Sl・…・・・stripedlayer
Tkm・…・thickmiofilament

Tnm・・・・・thinmiofilament

Ts・・・・・・・transversestriation

（９４）




